
参考：専修学校の外部の識見を有する者による評価（第三者評価）のポイント
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第三者評価で確認する項目は、自己点検評価の項目のうち教育内容に関することを中心に評価しつつ、既に養成施設指
定規則等で外部による点検等がある場合などは、学校の判断で必要な項目や指標を追加、削除等をするなどメリハリを付
けて評価

１．評価項目等

２．第三者評価の実施
評価の信頼性や質の確保の観点から、評価を実施する者の専門性・中立性に関する要件を満たした者が実施するようガイ
ドラインで示すとともに、学校が評価の実施者を責任を持って選択
※安定的で、質の高い第三者評価を実施するためにも、学校から独立して、かつ、第三者評価に関する専門的知見や実施経験を有する組織・団体等に依頼することが望ましい。
※第三者評価の実施を推進していくため、文部科学省として、評価組織の立ち上げや評価者育成のための支援、評価ガイドラインの普及・啓発の支援、学校の教職員向け研修等の支援を
行う予定。

３．第三者評価を求める対象
第三者評価は法的には努力義務だが、大学等と同水準の質の保証が求められる場合や特別な教育課程や取組に対する
認定要件に関するフォローアップが求められている場合等もあることを踏まえ、①大学院入学資格（高度専門士）が付与さ
れる専門課程及び専攻科を有する学校、②外国人留学生キャリア形成促進プログラム認定校については、令和８年４月
１日からの第１期間において第三者評価の実施を求める
※ 評価組織や評価者の数、地域の偏在等を踏まえると、期間内に実施できない場合も想定されるため、その場合は認定の取り消しは行わず、速やかに実施を求めることとする。
※ 職業実践専門課程の認定校については、令和13年度からの実施を想定しつつ、令和８年度から令和１２年度の実施状況を見て判断

４．第三者評価の評価期間、結果の取り扱い

５．評価の実施体制の構築

第三者評価を行う期間については、実践的な職業教育を行うためには社会のニーズを適宜反映することが必要であり、期間
は短めに設定した方がいいこと、また、専門学校はほとんどが4年以内の教育課程であることから、５年以内に1回実施
評価の結果は、学校のHPに掲載するなど社会へ公表するとともに、所轄庁へ報告

評価の実施者や教職員の研修等を充実するとともに、すべての学校が質の高い評価を実施できるような仕組みを各地域、
各分野において早急に構築
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